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第3章 擬似言語

擬似言語による配列の基本操作
(P86～)

配布

演習１
植物園の1週間の入園者人数が、1次元配列「ＴＡＢ」に格納されている。1週間の
入園者合計を、合計エリアに求める疑似言語を作成せよ。

○主プログラム：合計計算
○整数型：TAB［ ７ ］ ＝ ｛ 0 , 85 , 100 , 95 , 120 , 180 ,300 ｝
○整数型： ｉ ， 合計

（0） （1） (2） （3） （4） （5） （6）

０ 85 100 95 120 180 300 合計TAB

配布

演習２

次に示す表の要素０番目から４番目までの合計を５番目に格納する疑似言語を作
成せよ。

○主プログラム：合計計算
○整数型：TBL［ ６ ］ ＝ ｛ 50 , 70 , 85 , 10 , 55，999 ｝
○整数型： ｉ

（0） （1） （2） （3） （4） （5）

５０ ７０ ８５ １０ ５５ 999TBL

配布
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演習３

次に示す表ＴＢＬの要素の値について、奇数番目の要素の合計をＫＩに、偶数番目
の要素の値の合計をＧＵに求める疑似言語を作成せよ。

○主プログラム：合計計算
○整数型：TBL［ １：２０ ］ ＝ ｛ 50 , 70 , 85 , 10 , 55 , ・・・ , 43 ｝
○整数型： ｉ ， ＫＩ ， ＧＵ

（1） （2） （3） （4） （5） ・・・ (20)

５０ ７０ ８５ １０ ５５ ・・・ ４３ KI GUTBL

配布

演習４
次に示す表「ＴＡ」の要素の内容を表「ＴＢ」に移送する疑似言語を作成せよ。

○主プログラム：合計計算
○整数型：TＡ［ １：５ ］ ＝ ｛ 50 , 70 , 85 , 10 , 55  ｝
○整数型：ＴＢ［ １：５ ］
○整数型： ｉ

（1） （2） （3） （4） （5）

５０ ７０ ８５ １０ ５５

・・・ ・・・ ・・・

TＡ

TＢ

配布

演習５

次に示す表「ＴＡ」の要素の内容と、表「ＴＢ」の対応する要素の内容の和を表「ＴＣ」
に移送する疑似言語を作成せよ。

○主プログラム：合計計算
○整数型：TＡ［ １：５ ］ ＝ ｛ 50 , 70 , 85 , 10 , 55  ｝
○整数型：ＴＢ［ １：５ ］ ＝ ｛ 5 , 7 , 8 , 1 , 5  ｝
○整数型：ＴＣ［ １：５ ］ ， ｉ

（1） （2） （3） （4） （5）

５０ ７０ ８５ １０ ５５

＋ ＋ ＋ ＋ ＋

5 7 8 1 5

・・・ ・・・ ・・・

TＡ

TＢ

TＣ

配布

演習６

表「ＴＡＢ」の要素には、整
数値の０と１が格納されて
いる。０の数と１の数を数
える疑似言語を作成せよ。

○主プログラム：合計計算
○整数型：TＡＢ［ １：100 ］ ＝ ｛ 0 , 1 , 1 , 0 , ・・・ , 1  ｝
○整数型： ｉ ， 合計０ ， 合計１

（1） （2） （3） （4） （100）

０ １ １ ０ ・・・ １TＡＢ

配布
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演習７

表「ＴＡＢ」の要素には、整数
値が格納されている。記憶
領域「SU」と同じ値の要素の

数を数える疑似言語を作成
せよ。

○主プログラム：合計計算
○整数型：TＡＢ［ １：100 ］ ＝ ｛ ３５，１０，５ , ・・・ , 1５ ｝
○整数型： ｉ ， SU ＝ { １０ } ， KOSU

（1） （2） （3） （4） （100）

３５ １０ ５ １００ ・・・ １５

SU １０ KOSU

TＡＢ

配布


